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	大学院生(女性のみ)


５　東北大学サイエンス・アンバサダー 次世代育成 
　

（１）趣旨
次世代の女性研究者としての育成、並びに科学研究に従事する使命・責任感の醸成を目的として、大学院女子学生（性自認が女性の方も含む）をサイエンス・アンバサダーとして任命し、小中高生を対象とした次世代育成活動を行う。
（２）プログラム内容
· 母校や地域の高等学校等からの依頼に基づき、自分のこれまでの体験や現在の研究について語るなど、科学をより身近に感じてもらえるようなメッセージを伝えるセミナーや科学イベントを行う。
· 本学のダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン（以下、DEIという。）シンポジウムや他機関で開催されるDEIに関するシンポジウム等へ参加しDEIへの意識の向上を図る。
· 上記のほか、女子学生及び女性研究者を対象として行う各種行事への参加、出展等を行う。
· 本プログラムの運用はDEI推進センターで行う。
· 勤務として行う活動については、活動実績に応じて給与を支給する。
· 活動頻度は月１～３回程度であり、参加は本人の自主性のもと割り振る。

【参考】　サイエンス･アンバサダー活動内容　WEBサイト
ＵＲＬ： https://dei.tohoku.ac.jp/sa/

（３）応募資格　
大学院女子学生
· 人文・社会科学系の学生も含め、すべての研究科の学生を対象としております。
· 戸籍又はパスポート上男性であっても性自認が女性である学生も対象といたします。
（４）任命人数（予定）　
50名程度
（５）時間単価　※見込み
· 1,700円（修士課程若しくは博士課程前期２年の課程に在学する者又はこれらと同等の能力を有すると認められる者）
· 1,900円（博士課程に在学する者又はこれと同等以上の能力を有すると認められる者）
（６）応募書類
· 別紙４	「2026年度東北大学サイエンス・アンバサダー応募申請書」
· 「履歴書」Googleフォームにて登録

（７）応募締切
第１回（継続） ： 2026年〇月〇日（〇曜日）
（３月下旬に結果を通知し、2026年４月１日付採用予定）
第２回（新規） ： 2026年〇月〇日（〇曜日）
（５月下旬に結果を通知し、2026年６月１日付採用予定）
※2025年度にサイエンス・アンバサダー任命された方で、2026年度もプログラムに継続参加
を希望される場合は、継続希望者の締切日までに申請書を提出してください。
（８）提出先
〇〇部局担当○○係
（９）審査
· DEI推進センター内に設置する審査会において書類選考を行う。
· 選考過程において追加書類の作成・提出や面接を実施することがある。
（１０）留意事項
· 当該活動は原則「サイエンス・アンバサダー」として東北大学と雇用契約を締結し、非常勤職員として従事するものとする。
· 学内外を問わず兼務が不可能な職に就いている者は、申請時の本人からの申し出に基づきサイエンス・アンバサダー・ボランティアとして委嘱し、活動に従事することができる（給与は発生しない）。
· 日本学術振興会特別研究員（DC）に採用されている者は、日本学術振興会に提出する「特別研究員報酬受給報告書<様式5-3>」の写しを提出すること。
· 学内の学位プログラム等によるRA雇用や奨学・奨励金、教育研究支援経費等による経済的支援を受けている者は、各事務局に確認の上で申請すること。
· 2026年6月上旬（予定）に開催するオリエンテーションに必ず参加すること。
（１１）活動報告
　任命者は別途指定する方法により、報告書を作成すること。
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